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大学総合

大学機関別認証評価

北海道工業大学は、平成20年度に文部科学大臣が認
証する財団法人日本高等教育評価機構による認証評価（第
三者評価）を受け、平成21年3月24日付で、「同機構が定
める大学評価基準を満たしている」と認定されました。
認定期間は7年間 (平成20年 4月1日から平成27年

3月31日)です。
学校教育法第69条の3第2項に基づき、すべての大学

は、教育研究、組織運営及び施設設備の総合的な状況につ
いて、文部科学大臣の認証を受けた評価機関による評価（認
証評価）を定期的に受けることが義務付けられています。

大学総合

西安信学長が理事長に就任

平成 21年 5月27日に開催された北海道尚志学園理
事会において、西　安信・北海道工業大学学長が北海
道尚志学園理事長に選任され、同日付で就任しました（北
海道工業大学学長を兼任）。

大学総合

北海道工業大学から、文部科学省の「大学教育・
学生支援事業」学生支援推進プログラムに申請し
た「コミュニケーション能力向上と情報システムの

平成21年度「大学教育・学生支援事業」に1件が採択

大学総合

経済産業省エネルギー資源庁が(株 ) 総合
研究所を通じて公募していた「平成 21年度省エ
ネルギー計測監視等推進事業」の事業者に本
学が選定され、平成 21年 9月3日付けで国庫
補助金交付決定の通知がありました。今回は全
国で64の事業が採択され、学校法人では本学
が唯一となっています。
この事業は、喫緊の課題である省エネルギー

の推進を目的として、エネルギー計測装置の設
置によるエネルギー使用状況の「見える化」と省
エネルギー診断を実施するもので、本学では施

省エネルギー計測監視等推進事業の事業者に選定

設全体の総エネルギー消費量の 8％削減を目
標値に定めています。
本学は、地球環境の保全および改善を担う

べきエンジニアの人材育成と全ての活動におけ
る自然環境重視を両輪とする「環境マネジメント
システム」を確立し、学生と教職員が一体とな
り、省資源・省エネルギー、物資循環の追求を
通して、地球環境への負荷の削減、循環型社会
の実現に寄与する努力を続けています。今回の
事業選定が、こうした本学の環境への取り組み
を一層推進させることになります。

活用による就活支援」が採択されました。
この取組により、学生の就職活動への支援が一

層充実したものなります。
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学生の活躍

放送芸術部、最優秀作品賞を受賞

本学の放送芸術部が、「北大映画祭 in NORBESA」
において最優秀作品賞である「早川賞」を、「北海道映像
コンテスト2009」において学生部門「最優秀賞」と「奨励
賞」を受賞しました。

北海道映像コンテスト2009　最優秀賞　
受賞作品　『ザ☆面接』　

北大映画祭 in NORBESA　早川賞
北海道映像コンテスト2009　奨励賞　
受賞作品　『冷たいベッドの上』

学生の活躍

大学が開発した衛星として、世界ではじめて宇宙へ飛
び出す小型衛星「UNITEC-1」に、本学学生が手づくりし
たコンピューターが搭載されることが決まりました。製作
したのは電気電子工学科3年の島谷悠花さん、機械シス
テム工学科2年の亀井卓也さん、松井英祐さんの3名で、
全国10大学が競った予選会で満点優勝を飾りました。
小型衛星「UNITEC-1」は、来年、宇宙航空研究開発

機構の「H-IIAロケット」で、金星探査機「プラネットーC」
と共に打ち上げられる予定です。

小型衛星「UNITEC-1」に本学学生のコンピューターが搭載

地域・産学連携

大学周辺町内ゴミ拾い実施

春の恒例大イベント、大学周辺ゴミ拾いが 5月 6日
(水・祝 )に行われました。
大学周辺の7町内会と合同で、本学は部活学生が中

心となっての活動です。
今年はあらたに、JR手稲駅までの通学路を実施対象

とし、4コースを設定してゴミを拾いました。
町内会の方 と々話をすると、年々町がきれいになってお

り、ゴミを捨てない、落ちていたら拾うことが当たり前に
なったとのことです。地域に住まいする学生諸君も心し
たいものです。
終了後は大学に集合し、これも恒例の記念撮影を行い

ました。
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2009夏「エコ推進ポスター＆川柳」

本学における環境マネジメント活動に基づい
た、エコ活動や意識向上を促すポスターおよび
川柳を今夏も募集しました。73 名、145作品も
の応募がありました。

「北海道工業大学 市民公開講座」

9月11日 (金 )、本学と手稲区民センター運営委員会
の共催で「北海道工業大学 市民公開講座」を開催しまし
た。テーマは、「少し先のために～正しい杖、車椅子の選
び方」(講師：医療工学部　医療福祉工学科　野坂教
授 ) 、「日韓文化の架橋～柳 宗悦の仕事」(講師：未来
デザイン学部　人間社会学科　梶谷准教授 )  

地域・産学連携

学内イベント

選考結果
ポスター部門　委員長賞
情報デザイン学科4年　川村迪惟さん

川柳部門　委員長賞
　テレビ消し　耳を澄ませば　風の声
建築学科3年　中山剛志さん

HIT寄席を開催

今年も本学人間社会学科の授業の一環で『HIT 寄席』
を開催しました。柳家 三三さんの落語、鏡味 仙三さん
の曲芸を、本学学生、教職員、地域住民の方々に楽しん
でいただきました。  

学内イベント

2009 年に誕生した本学広報センターの広報戦
略のひとつのとして本web情報誌がお目見えしま
した。本情報誌の目的はいくつかありますが、卒
業生の帰属意識や父母へのサービス向上をよりサ
ポート、大学イベントインフォメーションの一元管
理、正確なアーカイブス化、ユビキタスな情報提
供、例えば、いつでもどこでも必要数に応じて臨

機応変にダウンロード&出力を可能とする仕掛け
などです。
 産声を上げたばかりの本誌が健康的に成長・成
熟するためには、様々な方々の見守りが今後も欠
かすことができません。引き続き本学ホームペー
ジをよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　  2009年12月   竹澤、碇山&竹沢
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